
議会に提出された資料によると、
平成１７年度末に保管されてい
た廃棄物の数量は、８３６ｔで、
焼却炉停止後の１８年１月末に
保管されていた廃棄物の数量は既
に１，２５４ｔとなり、未処理の
廃棄物が多量に堆積されていた。

動植物性残滓の堆積の推移
12月末 ０ｔ
１月 ２１８ｔ
５月 ７７３ｔ
６月 ７４８ｔ
７月 ６５３ｔ
８月 ５８１ｔ
９月 ３６０ｔ

焼却炉の停止後も、動植物残滓
が多量に運び込まれ、未処理で放
置されたものと推測される。
動植物性残滓の搬入は、３月が
もっとも多い月で、６７０ｔ以上
もあった。漸く９月に入り４９ｔ
に減少した。住民の皆さんからの
悪臭の苦情があるにも関わらず、

搬入を続けていた企業の社会的責
任は大きい。 廃棄施設の設置に
関しては、地元を含め、行政、企
業で協定を締結しているが、目的
そのものが企業誘致の観点から、
まとめたものであり、協定書によ
る監視機能が不十分で、暮らしを
守る協定書に改正する必要がある。

グリーンレポート
活き活き 安全安心 まちづくり N0６

発行 活緑クラブ
南丹市議会議員

八木 眞 高橋芳治
矢野康弘 藤井日出夫
川勝儀昭 松尾武治

暮らしの安心・安全を守る市政推進を
カンポリサイクルプラザの悪臭は、焼却炉停止後に堆積された未処理の廃棄物が原因と考えられ、

企業の姿勢とともに、京都府及び南丹市の監視体制や、協定書などに課題が残る。

市長の手腕が問われる 厳しい財政

南丹市の財政は、弾力性を失い健全性を脅かす厳しい状況であ

り、一層の行政改革を進めると共に、国との連携を深め、中長期

の財政見通しを作成するなかで、財源の確保、経費の見直しが必

要がある。

昨年８月に実施した組織の改編で、合併の約束であった、総合

支所機能を事実上廃止したが、広大な市域を抱える南丹市には、

一極集中を避け、均衡ある発展が求められる。

人
口
５
万
人
都
市
で
約
１
億
５

千
万
円
と
な
る
。

２
４
０
億
円
の
予
算
を
組
も
う

と
し
て
い
る
南
丹
市
に
お
い
て
は

焼
け
石
に
水
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
基
本
的
な
財
源
で
あ
る

地
方
交
付
税
が
増
え
る
こ
と
は
大

き
い
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
。

地
方
交
付
税
に

特
別
枠
が
増
設
さ
れ
た

（
政
府
予
算
閣
議
決
定
）

高
橋
芳
治
議
長
は
、
全
国
市
議

会
議
長
会
地
方
財
政
委
員
会
長
と

し
て
危
機
的
な
地
方
財
政
の
打
開

に
向
け
、
東
京
で
精
力
的
に
要
望

活
動
を
行
っ
た
。

都
市
と
地
方
の
格
差
是
正
、
共

生
の
た
め
に
、
地
方
再
生
対
策
費

と
し
て
、
地
方
交
付
税
特
別
枠
を

確
保
し
た
。
条
件
と
し
て
地
方
自

治
体
の
歳
出
削
減
、
余
剰
人
員
の

削
減
な
ど
財
政
改
革
を
進
め
た
り
、

そ
の
地
方
の
独
自
性
を
生
か
し
た

住
民
協
働
型
町
づ
く
り
な
ど
「
地

方
再
生
」
「
地
方
自
立
」
の
努
力

に
た
い
し
て
充
当
さ
れ
る
。

高
橋
議
長
は
、
全
国
市
議
長
会

地
方
財
政
委
員
長
と
し
て
「
一
般

財
源
の
充
実
確
保
を
求
め
」
精
力

的
に
行
動
し
て
き
た
。

地
方
交
付
税
が
増
額
さ
れ
る

（
平
成
20
年
度
政
府
予
算
閣
議
決
定
）

２
兆
４
千
億
円
が
地
方
自
治
体
に
配
分
さ
れ
る 希望がもてる

南丹市づくりを

藤井日出夫議員

合併後２年間で、市民
生活は変わった。一極集
中的になり、格差が広がっ
た。２年間をふり返り、

何をしたのか、何ができ
たのか、市民生活のなか
に一歩踏み込んだ施策の
展開で、市民の皆さんが
希望が持てる南丹市作り
を求める。

国・京都府との連携ができる
偏らない強固な政治姿勢を求る

補正予算には、除雪車の購入事業などが国の助成が得られず減額となった事業
がもある。
市民のために佐々 木市長は、なりふりかまわない強固な政治姿勢と、惜しみな
い努力を市民の前に示し、財源の獲得に奔走し、南丹市の熟成に努める姿勢を示
して頂きたい。地方の格差是正策に特別交付税が創設される。市民のために多く
の財源を獲得する事で、佐々木市長の政治手腕と政治姿勢の真価が評価される。

多額の公共負担を伴う区画整理事業

本町土地区画整理事業は、事業費が４２億１万円
内訳 補償費 ３６億７千万円、工事費 ５億３９百万円
事業費は街路事業による補償費でまかなっている。
従来から、行っている受益者負担を伴う減歩で発生する
「保留地」の売却による財源を、工事費に充てる事業とは異
なる。園部町本町土地区画整理事業は、公共負担にたよ
る区画整理事業と言っても過言ではない。

環境対策は広域市町村圏で

南丹市は、生活ごみ等の廃棄物を、
船井衛管を通じて、民間企業のカンポ
リサイクルプラザ（株）に任せている
が、昨年末に、ダイオキシン類の規制
値オーバーにより焼却炉が停止してい
る。
家庭から排出されたごみは、亀岡市・
京都市のご厚意で処理をしていただい
ている。
地球環境と、周辺住民の暮らしの安

心・安全の観点からも、ごみの処理を
私企業に委託してもいいのだろうか。
亀岡市・京都市を含む、広域的な行

政課題として取り組む必要がある。

明けましておめでとうございます
本年もよろしくお願い申し上げます

平成20年度は、佐々木市長が進めてきた、基金の取り崩しによる
財政運営に歯止めをかけ、財政の健全化をすすめる年と位置づけ、
暮らしを守り、将来に希望がもてる市政を求めていきます。



９
月
か
ら
12
月
に
か
け

て
道
路
や
JR
吉
富
駅
、
八

木
駅
で
、
差
別
落
書
き
が

連
続
し
て
起
こ
っ
た
。
特

に
道
路
で
の
落
書
き
は
消

し
た
あ
と
、
ま
た
二
日
後

に
南
丹
市
の
地
名
ま
で
書

い
て
あ
っ
た
。
市
の
施
設

の
ト
イ
レ
や
JR
八
木
駅
の

ト
イ
レ
に
も
書
い
て
あ
っ

た
。
こ
う
し
て
公
共
施
設

に
極
め
て
悪
質
で
残
念
な

事
件
が
起
こ
っ
た
。

人
権
問
題
は
、
憲
法
14

条
に
「
す
べ
て
の
国
民
は

法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て

人
種
、
信
条
、
性
別
、

社
会
的
身
分
ま
た
は
門
地

に
よ
り
、
政
治
的
、
経
済

的
、
又
は
社
会
的
関
係
に

お
い
て
差
別
さ
れ
な
い
」

と
明
記
し
て
あ
り
ま
す
。

更
に
同
対
審
答
申
や
特

別
措
置
法
に
よ
っ
て
こ
れ

を
未
解
決
に
放
置
で
き
な

い
と
し
、
同
時
に
国
民
的

課
題
と
言
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
て
33
年
間

に
わ
た
っ
て
事
業
法
が
実

施
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り

地
域
は
大
き
く
変
貌
し
ま

し
た
が
、
心
理
的
差
別
は

今
な
お
厳
然
と
し
て
残
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

人
権
教
育
・
啓
発
推
進

法
が
で
き
、
国
及
び
市
町

村
の
行
政
責
任
を
明
確
に

し
て
い
る
が
、
こ
の
事
件

で
今
後
ど
う
対
応
す
る
の

か
伺
う
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
絶

対
に
差
別
を
許
さ
な
い
と

い
う
共
通
認
識
を
深
め
る

た
め
の
啓
蒙
へ
の
取
り
組

み
を
強
め
る
。

政
策
に
課
題
が
あ
る

同
和
問
題
は
言
う
ま
で

も
な
く
、
児
童
虐
待
や
女

性
、
高
齢
者
の
人
権
上
の

問
題
、
障
が
い
の
あ
る
方

に
関
す
る
人
権
上
の
問
題
、

外
国
人
や
そ
の
他
色
々
な

人
権
上
の
問
題
が
あ
る
。

ま
た
内
閣
府
が
人
権
擁
護

に
関
す
る
世
論
調
査
を
実

施
し
た
が
、
そ
の
結
果
四

年
前
よ
り
42
%
も
人
権
侵

害
が
多
く
な
っ
た
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
を
考
え
る
と
き
人

権
を
侵
害
さ
れ
た
と
き
に

被
害
者
を
救
済
す
る
方
策

が
必
要
で
あ
る
。
人
権
侵

害
救
済
法
の
制
定
に
つ
い

て
考
え
を
伺
う
。

ま
た
、
人
権
政
策
確
立

要
求
実
行
委
員
会
に
つ
い

て
ど
う
対
応
す
る
の
か

差
別
を
禁
止
し
人
権
を

侵
害
さ
れ
た
被
害
者
の
救

済
を
図
る
こ
と
を
法
的
に

行
う
こ
と
は
必
要
と
考
え

る
。
ま
た
、
人
権
政
策
確

立
要
求
実
行
委
員
会
に
つ

い
て
は
、
京
丹
波
町
と
協

議
中
で
あ
る
。

６
１
６
Ｋ
㎡
と
い
う
広

大
な
面
積
を
持
つ
南
丹
市

に
お
い
て
、
農
林
業
を
営

む
面
積
は
広
大
で
あ
り
、

特
に
農
業
で
は
京
都
府
下

有
数
の
農
業
地
帯
で
あ
る
。

市
内
四
町
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
特
色
あ
る
農
業
が
合
併

前
よ
り
進
め
ら
れ
て
お
り
、

現
在
も
そ
の
経
営
形
態
が

引
き
継
が
れ
て
い
る
。
ま

た
、
水
害
を
防
ぎ
、
緑
豊

か
な
環
境
を
守
り
、
澄
ん

だ
空
気
、
き
れ
い
な
水
の

供
給
が
は
か
ら
れ
て
い
る

の
も
農
林
業
が
果
た
す
大

き
な
役
割
で
も
あ
る
。
現

在
ま
で
担
い
手
農
家
や
地

域
農
業
、
法
人
化
に
よ
る

企
業
的
経
営
農
家
等
に
よ

り
地
域
の
農
地
が
守
ら
れ

て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
農
業
面
に
お

い
て
は
、
市
内
の
農
業
を

支
え
る
京
野
菜
農
家
で
は
、

生
産
者
の
高
齢
化
と
担
い

手
不
足
に
よ
り
生
産
量
、

販
売
高
と
も
年
々
低
下
し

限
界
集
落
も
増
加
し
つ
つ

あ
る
。
ま
た
、
市
内
全
体

の
農
地
を
見
渡
し
て
も
、

年
間
の
平
均
気
温
や
日
照

時
間
の
違
い
、
そ
し
て
、

圃
場
整
備
事
業
は
市
内
に

お
い
て
一
定
完
了
に
近
づ

い
て
い
る
が
条
件
的
不
利

益
地
域
も
数
多
く
見
受
け

ら
れ
る
。
今
後
、
よ
り
一

層
の
特
色
あ
る
農
業
に
よ

り
活
力
と
潤
い
を
取
り
戻

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

農
林
業
を
は
じ
め
と
す

る
地
場
産
業
の
振
興
、
活

性
化
こ
そ
が
南
丹
市
の
発

展
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ

る
。
税
収
面
は
も
ち
ろ
ん

の
事
な
が
ら
、
地
域
の
活

性
化
に
よ
り
地
域
力
の
向

上
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ

る
「
守
り
の
農
業
」
か
ら

「
攻
め
の
農
業
」
へ
の
転

換
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
行
政
（
府
・

市
）
と
JA
、
生
産
者
に
よ

る
三
位
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

住
民
（
生
産
者
）
の
声

を
聞
き
、
今
何
が
必
要
な

の
か
、
将
来
的
に
何
が
必

要
な
の
か
を
見
極
め
、
今

実
行
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
市
は
地

元
だ
け
で
な
く
府
や
国
と

も
綿
密
で
強
固
な
連
携
を

は
か
り
、
施
策
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。
国
か
ら
降

り
て
き
た
事
業
を
こ
な
す

だ
け
で
な
く
、
地
元
か
ら

の
創
意
工
夫
に
よ
り
発
案
、

発
信
し
府
や
国
と
の
連
携

が
必
要
で
あ
る
「
国
か
ら

地
元
へ
」
の
流
れ
を
「
地

元
か
ら
国
へ
」
と
変
え
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め

前
述
の
三
位
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
が
今
必
要
な

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

農
業
だ
け
で
な
く
林
業
や

商
工
業
に
も
同
じ
事
が
い

え
る
。
森
林
組
合
や
商
工

会
と
も
よ
り
一
層
の
連
携

を
深
め
、
地
域
産
業
の

「
元
気
と
活
力
」
を
取
り

戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
リ
ダ
ー
的
役
割
を
果

た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

責
務
が
行
政
に
は
あ
る
と

考
え
る
。

佐
々
木
市
長
は
、
基
金

取
り
崩
し
や
単
費
に
頼
っ

た
事
業
を
進
め
る
の
で
は

な
く
、
国
・
府
と
の
連
携

を
強
固
に
す
る
こ
と
は
、

他
の
予
算
獲
得
に
お
い
て

も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る

は
ず
で
あ
る
。

合
併
後
早
や
２
年
、
こ
の

間
の
佐
々
木
施
政
の
主
体
性

が
見
え
な
い
。
市
民
生
活
は

大
き
く
変
化
、
生
活
環
境
も

大
き
く
変
わ
っ
た
。
そ
ん

な
中

大
型
事
業
を
万
全
と

継
続
す
る
こ
と
は
財
政
的
破

綻
を
招
く
だ
け
で
あ
る
。

平
成
20
年
の
予
算
編
成
に

お
い
て
取
り
崩
す
基
金
は
10

億
前
後
、
過
去
２
年
取
り
崩

し
た
基
金
に
よ
っ
て
は
じ
め

て
予
算
が
組
め
た
が
今
後
は

基
金
が
枯
渇
し
、
予
算
編
成

は
非
常
に
困
難
に
な
る
。
か

と
い
っ
て
、
ど
う
し
て
も

や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
市
民
要

望
は
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

た
と
え
ば
八
木
の
栄
町
２

丁
目
の
中
学
校
前
に
あ
る
住

宅
４
戸
は
昭
和
63
年
中
央
道

路
建
設
に
伴
い
移
転
し
て
い

た
だ
い
た
場
所
で
あ
る
が
進

入
路
が
無
く
、
未
だ
に
他
の

方
の
土
地
を
通
ら
し
て
も
ら
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

是
非
生
活
道
路
、
進
入
路
の

確
保
す
る
こ
と
が
行
政
的
責

任
と
思
う
が
市
長
の
考
え
は

如
何
か
。

主
体
性
が
見
え
な
い
中
、

唯
一

子
育
て
事
業
に
は
比

較
的
重
き
を
お
か
れ
推
進
さ

れ
て
き
た
と
思
う
。
そ
こ
で

市
民
生
活
に
密
着
し
た
事
業

と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
を

推
進
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

（
１
）
生
活
道
路
の
推
進

（
２
）
南
丹
病
院
新
病
棟

へ
の
進
入
路
の
市
有
地
化
、

本
郷
か
ら
長
谷
ー
八
木
線
へ

の
延
伸
、
接
続

多
く
の
透
析
患
者
さ
ん
、

入
院
患
者
さ
ん
が
利
用

ま

た
一
本
道
で
万
が
一
災
害
、

道
路
封
鎖
な
ど
の
と
き
他
に

抜
け
る
道
が
無
い
。

（
３
）

子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
八
木
は
じ
め
他
町

に
も
設
置
を

今
多
く
の
お
母
さ
ん
方
が

育
児
に
悩
ん
で
い
る
。
園
部

町
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
多
く
の
方
に
喜
ば
れ
て
い

る
。
八
木
に
お
い
て
は

す

く
す
く
八
木
っ
こ

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
京
都
府
の
援

助
を
受
け
活
動
さ
れ
て
い
る
。

場
所
の
提
供
、
専
門
家
の
派

遣
な
ど
す
る
こ
と
に
よ
り
行

政
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
コ
ラ

ボ
に
よ
る
新
事
業
展
開
が
可

能
と
な
る

政
府
は
「
地
方
と
都
市
の
共
生
」

の
観
点
で

４
千
億
円
の
「

地
方
再

生
対
策
費

」
が
閣
議
決

定
さ
れ
ま

し
た
。

南
丹
市

で
は
、
賑
わ

い
を
取
り

戻
す
施

策
が
見
え
な
い
に

も
関
わ

ら
ず
、

財
政
を
揺
る
が

す
多
額
の

投
資
で
、

園
部
町
本
町

地
区
の
再

生
を
行
っ

て
い
ま
す
。

一
方
美
山

町
へ
は
、

年
間
70
万
人

の
人
た
ち

が
訪
れ

て
い
ま
す
が
何
を

求
め
て

訪
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。

集
落
の
元
気
づ
く
り

「

地

域

に
は

付

加
価

値

を
生

み

出
す
素
材

が
た
く
さ
ん
眠
っ

て
い

る
。

地
域
活
性
化
は
い

い
素
材
を

発

見
す
る
こ
と
が
端

緒
で
あ
る
」

と

言
わ
れ
ま
す
が
、

地
域
力
の
再

生

は
、
周
辺
地

域
の
元
気
作
り
で

あ

り
、
人
が
訪
れ
、

地
域
の
特
産

品

作
り
を
進
め
る

施
策
が
求
め
ら

れ

ま
す
。

町
を
繋
ぐ
道
路

交
通
網
の
整
備
を

市
域
が
広
大
な
南
丹

市
に
、
人

の

流
れ
を
作
る
施
策
は

、
地
域
力

の

再
生
と
交
流
人

口
の
増
加
策
で

あ

り
、
周
辺
部

に
暮
ら
す
人
と
訪

れ
る
人
が
利
便
性
を
感
じ
る
道
路
・

交

通
網
の
整
備
が
、

市
域
が
一
体

感

を
感
じ
る
ま
ち
「

南
丹
市
」
の

一

歩
と
考
え
て
い
ま
す
。

継
続
大
型
事
業
の
見
直
し

生
活
密
着
型
事
業
の
推
進
を

八
木

眞

議
員

市
域
の
一
体
感
は
、
地
域
力
の
再
生
と

道
路
・
交
通
網
の
整
備
で

松
尾
武
治
議
員

積
極
的
な
地
場
産
業
の
振
興
策
で
打
開

川
勝
儀
昭
議
員

人
権
問
題
に
つ
い
て

矢
野
康
弘
議
員

市
長
答
弁

市
長
答
弁


